	その前に右表によって創業から2009年までにCash利益として社内に留保された額（実質損益資金）を診て下さい。

⊿実質損益資金（Cash利益）は2期の実質損益資金の差額です。⊿は増し分を表す記号です。

－50mil=114,270mil－114,320mil

         (2008)　　　　(2007)

⊿実質損益資金の行方を追跡した右表をご覧下さい。リーマンショックの2008年はCash利益が赤字だったので、⊿実質損益資金が左側の使途欄にきています。この資金不足は増資によって埋められました。そして固定投資を実行し、長短借入金を返済し、多額の現金預金を残しました。GEの積極的ながら、石橋を叩いて渡るような姿勢を目の当たりに見た気がします。

2009年は売上高、当期利益共に落ちましたが、損益資金、実質損益資金共に好転しました。株価も2009年2月に底値をつけてから、回復基調を歩み続けています。

私は2009年の財務指標より資金会計指標の好転に好感を憶えています。

2010年3月29日の日経夕刊4面の「ISL社会イノベーター塾」と題する全面広告から、GEが資本主義の新たな展開にも目を向けていることを感じ心強く思いました。
	　　

　 


[image: image4.emf]GE社　実質損益資金増減額の行方

2008

単位：＄Mil.

使途 収入

⊿実質損益資金 50

増減資 14498

固定投資 8,202

長期借入金 2,034

短期借入金 1,731

その他流動資金 2,907

現金預金 5,388

17,405 17,405

2009

単位：＄Mil.

使途 収入

⊿実質損益資金 9,069

増減資 3542

固定投資 14,784

長期借入金 10,330

短期借入金 1,871

その他流動資金 2,638

現金預金 3,436

22,835 22,835
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＝実質

($百万)

損益資金

仕入資金 棚卸資産

損益資金

1997

43,023 -1,959 -5,109 35,955

1998

48,303 -873 -5,305 42,125

1999

54,767 943 -5,798 49,912

2000

62,024 4,697 -7,146 59,575

2001

69,714 8,626 -8,295 70,045

2002

77,480 3,828 -9,039 72,269

2003

84,707 2,213 -8,555 78,365

2004

94,411 417 -9,589 85,239

2005

101,850 1,268 -10,315 92,803

2006

109,752 2,883 -11,347 101,288

2007

120,753 6,401 -12,834 114,320

2008

118,174 9,693 -13,597 114,270

2009

121,743 13,512 -11,916 123,339

